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コ ー ス 教養演習＜史学＞　（Liberal Education ＜ History ＞）
学年・期・単位 第１学年・後期・１単位 科目担当責任者 小野田　正樹（湘南短期大学・教授）
オフィスアワー 毎週金曜日12:10～15:40（湘南短期大学第1校舎3階小野田教授室） メールアドレス

一般目標（GIO）

歴史とは人間の住む世界を、時間軸と空間軸の両方にそって、しかも一個人が直接体験できる範囲をこえた尺度で、認識し、叙
述する営みである。即ち、現在残っている史料をさまざまな角度から検討し、論理的に矛盾のない説明を時間と空間の両方の軸
にそってならべ、因果関係でつなげて、作りあげた世界の全体像を言葉で説明したものである、ということになる。そこで、本
講義では、そうした観点から、日本古代史の基本問題について取り上げ、それの検討を通して、個々の歴史事象を正確に把握し、
それを時代の大きな流れの中に正当に位置づけることを修得すると共に、日本国・日本人・日本文化について考察する。

講義ユニット 一般目標（GIO）
 1．選択説明 教養演習の全体の概略および開講されるコースの概要を理解し、その中から、1コースを選択し修得する。

 2．序論と歴史の定義 人文科学や社会科学における方法論の意味について理解し、何を研究課題として取り上げるかは個々人の
世界観、生き方と密接にかかわっていることを知る。また、歴史はわれわれの意識の中だけに存在する世
界の見方、ものの見方の体系であり、人類すべてに普遍的にみられるものではなく、ある種の文明にだけ
みられる特殊な文化であることを知る。人間が存在していれば、そこに歴史があるという考えは誤りであ
ることを理解する。

 3．7世紀初頭の日本列島の状況 『隋書』倭国伝にみえる7世紀初頭の日本列島の状況が『日本書紀』の記述と大きく異なっていることに気
づき、どちらが歴史的事実であるかを考察する。そして、定説といわれているものが十分な検証をへるこ
となく流布して、教科書にも記載されている、という事実を知る。

 4．『日本書紀』 『日本書紀』が日本の建国を正当化するために書かれたものであることを知り、そこに記述されていること
をそのまま歴史的事実として受けとることは危険であり、十分な史料批判を行なわなければならないこと
を理解する。

 5．中国文献に現われた日本列島の
住民の実態

日本列島の住民に関する記事が中国の史書に「倭」として散見する事実を知り、「倭」が中国の政治体制と
いかなる関係を有していたかを考察する。

 6．4世紀後半以降の日本列島の政
治状況

『宋書』「倭国伝」の記事から、当時の日本列島の政治状況を知り、仁徳天皇が最古の倭国王であり、その
後倭国の支配圏が次第に拡大していったことを理解する。

 7．7世紀前半の東アジア世界の状
況

618年に成立した唐が次第に強大な国家となっていく過程で、朝鮮半島や日本列島の国々が大きな政治的影
響を受けた事実を知る。そして、これが日本国の成立に密接な関係があったことを理解する。

 8．「倭国」から「日本国」へ 「倭国」が激動する東アジアの政治状況の中で、「日本国」へ衣がえしなければならなかったことを、日本、
中国、朝鮮半島の史料から知る。

 9．天智天皇の即位とその政治 日本国の初代天皇が668年に即位した天智天皇であり、668年には天皇号の初出や、近江律令の制定などの
事実が認められ、さらに670年にはわが国初の戸籍、庚午年籍が造られ ､翌671年には近江律令が施行され、
中央政府の官職がﾞはじめて任命されたことを知り、天智天皇の即位が日本国の成立であることを理解する。

10．日本国成立当時の国際状勢 倭国は663年の白村江の戦いで唐・新羅連合軍に敗れた結果、経済的にも人的にも中国や朝鮮半島から完全
にしめ出され、日本列島の中だけで生きていかなければならなくなり、しかも唐や新羅の強大な外圧に対
抗するために、日本国という統一国家に衣がえせざるを得なかった事情を知る。

11．結論 日本国は日本列島内で自律的に作られたものではなく、唐を中心とした東アジアの激動した政治状況の中
で建国されたこれを知り、このことがこれ以降の日本国の性格をも決定づけてしまったことを理解する。

12．ふり返り総合学習 いままで学んだことを総合的に再び理解する。
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教科書
書名 著者名等 発行所

参考書
書名 著者名等 発行所

日本の歴史 井上光貞、竹内理三他 中央公論社
日本の歴史 児玉幸多、井上光貞他 小学館
図説日本の歴史 井上幸治、大久保利謙他 集英社
日本の歴史 児玉幸多、林屋辰三郎他 集英社
日本の歴史 網野善彦、大津　透他 講談社
日本の古代 岸　俊男、森　浩一他 中央公論社

評価法（EV）
レポート（60％）、授業時の態度・レポート等（40％）の総合評価。
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授業計画〈演習〉
回 日付 ユニット 行動目標（SBOs） 学習方略（LS） 授業担当者 コアカリ／国試出題基準
１ 9/6 選

択
説
明

1. 教養演習のコースを選択するために概論を対比できる。
2. コースを選択することができる。

資料や板書により、各コースの
概要をコース担当者が説明す
る。

コース担当者
全員  

２ 9/13 序
論
と
歴
史

の
定
義

1. 方法論の3つの意味が説明できる。
2. 何を研究課題として取り上げ、それにどう主体的に取り組むか
が方法論の重要な意味であることを説明できる。
3. 歴史ができごとの羅列ではなく、言葉による説明、即ち認識で
あり、考古学、民族学、言語学や神話とは異なることを理解できる。

板書しながら解説する。配付資
料をもとに解説する。

小野田正樹
 

３ 9/27 ７
世
紀
初
頭
の
日
本
列
島
の

状
況

『隋書』と『日本書紀』の記述の相違について理解し、『日本書紀』
の記述が必ずしも史実を伝えたものでないことを理解できる。

『隋書』「倭国伝」と『日本書紀』
の記事を取り上げ、両者の比較
検討を行なう。

小野田正樹
 

４ 10/4

〃 〃

小野田正樹

５ 10/18 『
日
本
書
紀
』

4・5回の講義をふまえ、『日本書紀』がわが国初の歴史書である
ことを知り、それが日本の建国を正当化し、天皇という世襲制の
君主の正当性を示す目的で編さんされたものであることを理解
できる。

配付資料をもとに解説する。 小野田正樹
 

６ 10/25 中
国
文
献
に
現
わ
れ
た
日

本
列
島
の
住
民
の
実
態

1.『漢書』「地理志」に日本列島の住民が「倭」としてはじめて現われるこ
とを知り、その記事について理解できる。
2.『後漢書』「東夷伝」にみえる日本列島の実態について「漢委奴国王」の
金印と関連づけて理解できる。
3.「魏志倭人伝」に描かれている3世紀の日本列島の実態について理解できる。

〃

小野田正樹
 

７ 11/1 ４
世
紀
後
半
以
降
の
日

本
列
島
の
政
治
状
況

478年、倭王・武が南朝の宋の順帝に送った手紙の内容から、当
時の日本列島の政治状況を理解できる。とくに、仁徳天皇が最古
の倭国王であることを理解できる。

『宋書』「倭国伝」を読み、具体
的に解説する。

小野田正樹
 

８ 11/8 ７
世
紀
前
半
の
東
ア

ジ
ア
世
界
の
状
況

当時の中国、朝鮮半島の政治状況を理解し、それが倭国に与えた
影響について理解できる。

唐の膨張政策が朝鮮半島や日本
列島の国々に政治的に大きな影
響を与えたことを中心に説明す
る。

小野田正樹
 

９ 11/15 「
倭
国
」
か
ら

「
日
本
国
」
へ

『日本書紀』の記事と、『三国史記』「新羅本紀」と『新唐書』の
記事を比較検討し、669年から670年にかけて、「倭国」が「日本国」
にかわったことを理解できる。

三者の記事を比較して、それぞ
れの記事の背景にひそむ意味に
ついて考えてもらう。

小野田正樹
 

10 11/22 天
智
天
皇
の
即
位
と
そ
の
政
治

1.668年に天智天皇が近江の大津で即位したことを理解できる。
2. 天皇号の初出の確実な史料が668年12月の銘がある「船首王後
墓誌」であることを理解できる。
3. わが国初の成文法典である近江律令が668年に制定されたこと
を理解する。
4.670年に ､わが国初の戸籍である庚午年籍が造られたことを理
解できる ｡
5.671年 ､近江律令が施行され ､中央政府の官職が初めて任命さ
れたことを知る ｡これらのことから、天智天皇が即位した668年
が日本国の成立であり、天智天皇が日本国の創建の君主であるこ
とを理解する。

関連する史料を提示し、その中
から史実を把握することをめざ
す。

小野田正樹
 

11 11/29
〃

小野田正樹

12 12/6
〃

小野田正樹

13 12/13 日
本
国
成
立
当

時
の
国
際
状
勢

天智天皇が668年に日本国を作った背景には当時の中国を中心と
する東アジアの国際状勢が密接に関係していたことを理解する。
とくに663年の白村江の戦で、倭国が唐・新羅連合軍に敗れた結
果、大陸と朝鮮半島から完全にしめ出されてしまったことが、日
本国の成立にとってきわめて重要であることを理解できる。

日本列島と、大陸・朝鮮半島の
政治史を年表を用いて説明す
る。

小野田正樹
 

14 12/20 結
論

日本国の成立が東アジアの政治状勢と密接に関連することを知
ると共に、現在われわれ日本人が直面しているさまざまな問題が
668年以来の日本国の長い歴史的背景に起因していることを理解
する。

日本国の歴史に関するさまざま
な問題点について指摘させ、そ
れについて考えてもらう。

小野田正樹
 

15 (  /  ) ふ
り
返
り
総

合
学
習

1回から14回までの総復習 小野田正樹
 




